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*22 最大出力ベース（2017年公開の数値）
*23 Pt目付量0.14 mg/cm2（空気極0.10 mg/cm2, 水素極ﾞ0.04 mg/cm2）としてｽﾀｯｸ1基あたりの定格出力を前提条件とした数値
*24 BOP部品については消費電力低減と高温作動対応が必要
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燃費熱成立性耐久性検討項目

走行モード

アウトプット

検討フロー
戦略WGの情報等から

車両前提を仮定
耐久パターン

IV特性＠BOL、EOL

BOL

EOL

35年HDV同等物性&低Pt

○○坂
車速:＿km/h
勾配:＿%

冷却性能

燃費モード登坂性能

排熱＜冷却性能

EOL性能での発熱量と乗用車の
冷却性能を比較→成立性判断

航続距離
左記で求めたIV特性と水素搭
載量から航続可能距離を算出

航続距離 [km]

燃費 [km/kg] 水素搭載量 [kg]
EOL

35年HDVの物性＆低Ptをベースに
BOL、EOL性能を予測

前提条件に反映
詳細は次ページ
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乗用’35項目

Large-SUV（SUV Eセグ）車両クラス

35年
乗用車
前提条件

1基FCスタック

283cm2セル面積

WLTC+始動停止(1回/cycle)耐久走行パターン

1万時間耐久時間

牽引登坂動力性能要件

120℃（牽引登坂など高負荷走行時）冷却水出口最大水温

ACP:96.5%, WP:95%, HP:50%, FDC:90%, 
RadFan:90%

FC補機消費電力
Gen2を100%とした場合の比率

◆高いエネルギー密度が要求される大型セグメントが乗用車（FCV）マーケットのポテンシャルと想定

Large-SUVクラスの代表的な車両スペックを前提に検討

ACP:エアコンプレッサー、WP:ウォーターポンプ、HP:水素循環ポンプ、
FDC:FC用DCDCコンバータ、RadFan: ラジエータ用ファン
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Pt目付0.1mg/cm2前提で、耐久後の動力性能要件を満たすIV特性を導出
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2035年FCVのIV特性（BOL, EOL）とFCシステム目標値を決定

35年FCV目標項目

BOL:0.77V＠1.80 A/cm2
EOL:0.73V＠1.92 A/cm2I-V特性、熱負荷動作点

0.1mg/cm2Ca-Pt目付

2035年頃のHDVと同等I-V物性値
（質量活性、オーム抵抗、物質移動抵抗）

Gen2の1/2触媒溶出析出速度

1万時間耐久時間

WLTC+始動停止(1回/cycle)耐久走行パターン

通常走行時(WLTC等) :70℃付近
牽引登坂時 :120℃以内冷却水温度

280kPa作動圧力

12%RH入口湿度


